
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やまぐち子育て福祉総合センター(山口市 保育幼稚園課)は、
今年度で開設して 11 年目になりました。   

市内の教育・保育・子育て関係者を一元的につないでいき、山
口市版利用者支援事業を実施しています。子育て家庭が笑顔で安
心して地域で過ごすことを「理念」として、『利用者支援』、『人
材育成』、『地域連携』の事業をしています。 

やまぐちの「やま」、子
こ

育ての「こ」、福祉総
そ

合センターの

「そ」で、「やまこそ」と呼んでいます。 
 
・・・開所時間・・・ 
月～金 8:30～17:15 

・電話窓口相談は 8:30～16:30 
・オンライン相談は 

第 2･4 木曜日 9:00～16:30 
（２週間前までに事前予約） 
 
・・・所在地・・・ 

〒７５３－００５１ 
山口市旭通り一丁目 6 番 19 号  
山口市立山口保育園 2 階 
 
  ・・・連絡先・・・ 
TEL：０８３－９２２－０８５５ 
FAX：０８３－９２２―０８６５ 
Mail：kosodate-c@city.yamaguchi.lg.jp 
 
 

 

 

やまこそ 
（やまぐち子育て福祉総合センター） 
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２月２６日③試験・就職編を開催しました。試 

験まで２か月を切り、少し焦りを感じている 

参加者もいらっしゃいましたが、参加者同士で 

今の進捗状況やお勧めの勉強方法などを話し合 

うことで、やる気が高まったようでした。 

また、保育士の仕事について当センター職員が 

説明をしました。 

 

☆今年度は、＜2024 年 10 月資格試験コース＞＜2025 年 4 月資格試験

コース＞に延べ３１名が参加されました。経験者から話を聞いたり、保育

士資格取得という同じ目標をもった方同士で情報交換をすることで、モチ

ベーションを高め合うことができたようです。今後も引き続き、保育士資

格に興味・関心のある方、保育士資格を取得したい方を応援していきたい

と思います。 

保育士資格応援講座 

  

 

１月２０日に第 4 回目を開催しました。 

参加者が抱く子育てをしながら保育士 

として働くことへの不安に対して当セ 

ンター職員が丁寧に答えさせていただ 

きました。講座に参加されたことで、 

保育士として働くことへの一歩が踏み 

出せたようでした。 

 

☆今年度は、延べ８名の方が参加されました。働くことに不安

を感じていらっしゃる潜在保育士の方が「現場で働きたい!!」

と思えるよう今後も支援していきたいと思います。 

また、講座以外に潜在保育士の方の個別対応も随時しておりま

すので、ご相談下さい。 

潜在保育士応援講座 

 

 

今年度は、３人の講師の方にご講演いただきました。 

● ７月２０日（土）「子どものココロを理解する」 

立命館大学教授 三木裕和先生 

● ８月２８日（水）「子どもも、保育者も、保護者もワクワクへー子どもが中心の『共主体』の保育へー」 

玉川大学教授 大豆生田啓友先生 

●１２月１４日（土）「こども主体の保育を考えるーこどもの主体性が重視される背景と壁についてー」 

こども環境デザイン研究所 代表 矢生秀仁先生 

☆延べ１２６名の教育関係者の方が参加されました。子どもの声に耳を傾け、丁寧に保育することの大切さについて学ぶとともに 

子どもと一緒に遊び、楽しみながら保育を行うことができる保育者でありたいと思える研修でした。 

教育・保育・子育て支援専門研修 

人材育成 

やまぐち子育て福祉総合センター 

済生会山口総合病院 

山口情報芸術 

センター 

山口市 

教育委員会 

 

NHK 

三和児童館 

P 

 

 

センターの取り組みを

広くお知らせするための

ブログです。ブログの更

新日は、火・金曜日
です。 

ぜひ、 

ご覧く 

ださ 

い。 

 

 

ブログ 

 

各クラブ年 9 回開催されました。幼児発達支援学級は、臨床心理士、保

健師、療育施設の職員、市内の公立保育士・幼稚園教諭等がスタッフとし

て参加し、発達の気になるお子さんとその保護者を支援しています。 

当センター職員も保育士として参加させていただき、学級を進める中で、

気になるお子さんへのかかわり方、保護者対応等について学びました。 

幼児発達支援学級（アップル・オレンジクラブ） 
 

障がい福祉課の主催で、子ども発達相談会が開催されました。

子育ての不安や悩みを聞いたり、お子さんとのかかわり方のヒ

ントを伝えたりしながら相談対応に応じています。 

発達相談会には、児童発達専門スタッフや保健師がスタッフと

して参加しています。当センター職員も保育士として参加し、

他のスタッフと共にお子さんや保護者の支援をさせていただき

ました。 

子ども発達相談会 

 子育て家庭が笑顔で安心して地域で過ごせることを目指して、１年間皆様の御協力のもと、講演会や講座等、様々
な事業を実施することができました。 
 来年度も、さらなる事業の充実に努めて参りますので引き続き御支援、御協力を賜りますよう、よろしくお願い
申し上げます。 

mailto:kosodate-c@city.yamaguchi.lg.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者支援 

地域連携 

 

今年度は１１５名の方とお話しさせていただきました。 

訪問先の育児相談では、育児休業中の方とお話をたくさんさせていた

だきました。初めての育児に不安な部分もあるけれど、親子でゆった

りと過ごせる時間を楽しんでいる方が多くいらっしゃいました。 

今後も各地区の育児相談に出かけますので、気軽にお声掛けくださ

い。 

保育コンシェルジュ 

 

 

今年度は、幼稚園編 2 回、保育園編２回開催し、 

延べ３６名の方が参加されました。初めての集団 

生活に不安や心配なことが多い保護者にとって、園の先生から直接お話

が聞ける機会はとても貴重でした。園生活の流れ 

や教育・保育で大切にしていることなどのお話を 

詳しく聞けたことで園生活をイメージすることが 

でき安心されたようでした。 

親子で毎日楽しく通うことができるように、お子さんに合った園を見つ

けるお手伝いを今後も続けていきたいと思います。 

 

はじめての園生活応援講座 

 

 

2 月１０日に 3 回目の食育講座を開催しました。 

YIC 調理製菓専門学校 副校長 宇土育美先生を 

お招きして、電子レンジで簡単に作ることがで 

きる料理を紹介していただきました。 

子育てをしながらの料理が楽しくできるコツや 

ヒントを教えてくださいました。 

 

☆今年度は、延べ２９組の方が参加されました。参加者の中には料理が

マンネリ化している、あまり食べてくれない…など食に関する悩みを抱

えている方が多くいらっしゃいました。この講座を通して食事が楽しい

と思えるきっかけになればいいなと思います。 

食育講座 

 

１月１０日、一時保育実施園の情報 

交換会を開催し、市内の一時保育実 

施園全６か園の先生方が参加されま 

した。普段他園の先生方と話し合う 

機会が少ないため、直接顔を合わせ 

て現在の利用状況などについて情報 

交換をすることができ、とても充実した会となりました。 

 

 

情報交換会（一時保育） 

 

 

２月１４日、わいわいキッズの吉次先生にお話し 

していただきました。パネルシアターやエプロン 

シアターなどを演じてくださいました。TV やデ 

ジタル機器等とは違って、手作りの作品は温かみ 

があり、心がほっこりしました。 

 

☆今年度は、延べ１９組の方が参加されました。どの親子も笑顔で楽し

そうに見られている姿が印象的でした。 

おはなしの会 

 

 

専門の相談員が、幼稚園・保育園等を訪問し、子どもの関わり方等を

先生方と一緒に研修しました。また、お子さんの発達のことで困った

り悩んだりしているご家庭の相談も受け付けております。発達につい

ての相談がある場合は、当センターまでご連絡ください。 

 

発達相談 

 

 

 

今年度は、おすわり～はいはい期の親子（計８回） 

歩き始め～2 歳の親子（計 4 回）延べ３７組の親 

子が参加されました。馴染みのあるものから初め 

て聞く手遊びやふれあい遊びを親子で楽しんでい 

らっしゃいました。「ふれあい遊びのレパートリー 

が増えた」「子どもの笑顔がたくさん見られてリフレッシュできた」

などの感想がありました。親子でゆったりとふれあう時間の大切さ

を感じました。 

 

赤ちゃんふれあい講座 

 

地域の育児学級へ訪問し、親子で楽しめるふれあい遊び

等を紹介させていただきました。 

今後も母子保健推進委員さんと連携を取りながら、地域

の育児学級等に訪問させて頂きたいと思います。 

出前講座 

 

 

１月２９日にトイレトレーニング編を開催しま 

した。始め方がわからないと困っている方が多 

く、始めるタイミングについてお話しさせてい 

ただきました。また、参加者の質問等について 

当センター職員が答えさせていただきました。 

 

☆今年度、延べ１１組の方が参加されました。会に参加された方の

多くは、自分だけではなく、みんな同じような悩みをもっていると

いうことを知り、少し安心された様子でした。お喋りをすることで

不安が解消され、それぞれのペースで楽しく子育てができるといい

なと思います。 

子育てママ・パパトーク会 

 

 

市内にある 7 か園の代表者が集まり、年 6 回行われまし

た。保育の質の向上のため、各園の課題等について情報

交換や意見交換をされました。 

今後も互いの園を高め合うために定期的に会を開催され

ます。 

地域型保育事業連絡会 

 

 

センターの緊急一時保育は、保護者が出産（入院期間中）・

傷病・入院・育児ストレス・裁判員等により緊急・一時的に

保育が必要になったとき利用できます。また、市内の一時保

育実施園の空き状況も集約しています。予約等によりご利

用が難しいこともありますが、お困りの方のお力になれる

よう努めていきます。 

 

緊急一時保育と一時保育の情報提供 

  

2 月末現在、３５６名の方から相談がありました。相談の内容は就園に

関することや一時保育について、子育てに関することなどでした。子育

て家庭の「個別のニーズ」に合った支援ができるように今後も情報提

供、相談対応をしていきたいと思います。 

 

相談対応 


